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第7章 その他環境省令で定める事項 

7.1 配慮書についての関係地方公共団体の長の意見及び一般の意見の概要、並び

に事業者の見解 

7.1.1  配慮書についての青森県知事の意見及び事業者の見解 

1. 配慮書についての青森県知事の意見 

「環境影響評価法」（平成 9 年法律第 81 号）第 3 条の 7 第 1 項の規定に基づき、青森

県知事に対し、配慮書についての環境の保全の見地からの意見を求めた。それに対する

青森県知事の意見（令和 2 年 9 月 28 日）は、次に示すとおりである。 
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2. 青森県知事の意見に対する事業者の見解 

配慮書についての青森県知事の意見及びそれに対する事業者の見解は、第 7.1-1 表に

示すとおりである。 

 

第 7.1-1 表(1) 配慮書についての青森県知事の意見及び事業者の見解 

青森県知事の意見 事業者の見解 

１ 本事業は風力発電所のリプレースであるた

め、既存事業の実施による環境影響を検証する

ことにより、本事業の実施による環境影響を回

避又は低減することが可能であると考えられ

る。このため、風力発電設備の規模、配置等の

検討に当たっては、既設の風力発電設備の稼働

時における環境への影響について十分な検証

を行い、その結果を反映させること。 

風力発電設備の規模、配置等の検討に当た

っては、既設の風力発電設備の稼働時におけ

る環境への影響について十分な検証を行い、

その結果を反映させることとします。 

２ 既設の風力発電設備の撤去が本事業における

一連の工事として行われる場合は、当該撤去工

事も含めた環境影響評価を行うこと。 

既設の風力発電設備の撤去工事について

も、調査、予測及び評価並びに環境保全措置

の検討を実施する方針と致します。但し、環

境影響評価に含めると、環境影響評価が完了

するまでは撤去工事ができなくなるものと

理解しておりますが、安全性の観点から、環

境影響評価完了以前に撤去する可能性が否

めませんので、ご理解のほど、よろしくお願

い致します。 

３ 工事の実施による環境への影響を低減するた

め、既設の風力発電設備の撤去跡地及び既存道

路を利用するなど、土地の改変を極力回避する

ように事業を計画すること。 

 工事の実施による環境への影響を低減す

るため、既設の風力発電設備の撤去跡地及び

既存道路を利用するなど、土地の改変を極力

回避するように事業を計画します。 
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第 7.1-1 表(2) 配慮書についての青森県知事の意見及び事業者の見解 

青森県知事の意見 事業者の見解 

４ 事業実施想定区域周辺には、住居が複数存在して

おり、風力発電設備の大型化に伴い、騒音及び超低

周波音並びに風車の影が生活環境に重大な影響を

及ぼすおそれがあることから、これらの影響を回避

又は低減するため、風力発電設備の規模、配置等に

十分配慮すること。 

事業計画の具体的な検討に当たって

は、対象事業実施区域周辺に存在する住

居への騒音及び風車の影による影響に

ついて調査、予測及び評価を適切な方法

により行い、その結果を踏まえ、現在の

配置計画案では重大な影響等を回避で

きない場合は、風力発電設備の配置等を

見直すことにより、風車の影による生活

環境への影響を可能な限り回避又は低

減するよう努めます。  

５ 本事業は風力発電所のリプレースであるため、既

設の風力発電所におけるバットストライク及びバ

ードストライクの実態を把握できることから、コウ

モリ類及び鳥類の衝突調査を実施し、その結果を踏

まえて風力発電設備の規模、配置等を検討するこ

と。 

 環境影響評価の現地調査において、既

設の風力発電所におけるバットストラ

イク及びバードストライクの調査を行

い、その結果を踏まえて、風力発電設備

の規模・配置を検討します。 

６ 事業実施想定区域及びその周辺は、オジロワシ等

の猛禽類の生息地及びガン・ハクチョウ類やシギ・

チドリ類等の渡り鳥の移動経路になっており、事業

の実施によりこれらの鳥類に重大な影響を及ぼす

おそれがあることから、地元の複数の専門家から意

見を聴取した上で、適切な調査、予測及び評価の手

法を検討し、その結果を環境影響評価方法書に記載

すること。 

対象事業実施区域及びその周辺には、

オジロワシ、チュウヒ、ガン・カモ類等

の生息情報があることを踏まえ、複数の

専門家からの助言を得ながら、鳥類に係

る適切な調査、予測及び評価の手法を検

討し、環境影響評価方法書に記載しま

す。 

７ 事業実施想定区域には、植生自然度の高いハンノ

キ-ヤチダモ群集及びヤナギ高木群落（Ⅳ）が分布し

ており、重要な自然環境のまとまりの場となってい

ることから、事業計画の具体的な検討に当たって

は、これらの植生の保全に十分配慮すること。 

 事業計画の具体的な検討に当たって

は、植生自然度の高い植生の保全に十分

配慮します。 

８ 事業実施想定区域は二又川流域に位置しており、

同区域の下流には重要な植物群落である「六ヶ所村

のハンノキ・ヤチダモ林」及び「六ヶ所村のリュウ

キンカの群生」が存在している。工事の実施に伴い、

土砂等が当該河川に流入することにより、当該群落

や水辺環境に生息・生育する動植物に影響を及ぼす

おそれがあることから、これらの動植物に係る項目

を環境影響評価方法書において選定すること。 

 工事の実施に伴い、土砂等が二又川に

流入することにより、重要な植物群落や

水辺環境に生息・生育する動植物に影響

を及ぼすおそれがあることから、工事の

実施（造成等の施工による一時的な影

響）における環境影響評価項目として、

環境影響評価方法書において動物及び

植物を選定します。 

９ 事業実施想定区域周辺には、主要な眺望点が複数

存在しており、風力発電設備の大型化に伴い、これ

らの眺望点からの眺望景観に影響を及ぼすおそれ

があることから、風力発電設備の規模、配置等に十

分配慮すること。 

 事業計画の具体的な検討に当たって

は、フォトモンタージュを用いて主要眺

望点からの眺望の変化を予測・評価し、

その結果を踏まえ、風力発電設備の存在

による景観への影響を可能な限り回避

又は低減するよう努めます。 

１０ 事業実施想定区域及びその周辺については、他

事業者による既存及び計画中の風力発電事業が複

数存在していることから、これらの事業との累積的

な環境影響が想定される環境影響評価項目を環境

影響評価方法書において選定すること。 

累積的な影響については、対象事業実

施区域周辺の他の風力発電事業に関す

る公開情報の収集及び他の事業者との

情報交換等に努め、累積的な環境影響が

想定される環境影響評価項目を環境影

響評価方法書において選定いたします。 
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7.1.2  配慮書についての一般の意見の概要及び事業者の見解 

1. 配慮書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」（平成 9 年法律第 81 号）第 3 条の 7 第 1 項の規定に基づき、配慮書

についての環境の保全の見地からの意見を求めるため、配慮書を作成した旨及びその他事

項を公告し、配慮書を告示の日から起算して約 1 ヵ月縦覧に供した。 

 

（1） 公告の日 

令和 2 年 6 月 22 日(月) 

 

（2） 公告の方法 

①日刊新聞紙 

令和 2 年 6 月 22 日(月)付の下記の日刊紙に「お知らせ」を掲載した。 

・東奥日報（朝刊 17 面） 

・デーリー東北（朝刊 3 面） 

 

②インターネット 

令和 2 年 6 月 22 日(月)から下記のホームページに情報を掲載した。 

・当社ホームページ 

 

③チラシ 

令和 2 年 6 月 22 日(月)付の下記の日刊紙へチラシを折り込み、配布した（六ヶ所村

および横浜町全域を対象）。 

・東奥日報 

・デーリー東北 

 

（3） 縦覧期間 

令和 2 年 6 月 22 日(月)から 7 月 27 日(月)まで（土・日・祝日及び閉庁日は除く） 

 

（4） 縦覧場所及び縦覧時間 

①関係自治体の庁舎での閲覧 

・六ヶ所村役場 政策推進課（8:15～17:00） 

・横浜町役場 １階ホール（8:45～17:15） 

 

②インターネットの利用による閲覧 

当社のホームページに配慮書の内容を掲載し、縦覧期間中、常時アクセス可能な状

態とした。 

 

（5） 閲覧者数 

関係自治体の庁舎における閲覧者数は、1 名であった。 
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・六ヶ所村役場 1 名 

・横浜町役場  0 名 
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2. 配慮書についての一般の意見の概要及び事業者の見解 

「環境影響評価法」（平成 9 年法律第 81 号）第 3 条の 7 第 1 項の規定に基づき、一般

からの意見の提出を受け付けた。 

（1） 意見書の提出期間 

令和 2 年 6 月 22 日(月)から 7 月 27 日(月)まで 

 

（2） 意見書の提出方法 

意見書の提出は、以下の方法により受け付けた。 

・縦覧場所に備え付けた意見書箱への投函 

・当社への郵送 

 

（3） 意見書の提出状況 

意見書の提出は 1 通であった。 

 

（4） 意見の概要及び事業者の見解 

配慮書についての一般の意見の概要及びこれに対する事業者の見解は、第 7.1-2 表に

示すとおりである。 

 

第 7.1-2 表 配慮書について述べられた意見の概要と事業者の見解 

№ 意見の概要 事業者の見解 

1 

配慮書段階でコウモリ類の専門家にヒアリン

グを行ったことは評価される。 

今後とも、コウモリ類への配慮について

専門家の助言を得ながら、調査、予測及

び評価を進めて参ります。 

 

2 

P184 の「文献その他の資料による動物の重要

な種」におけるコウモリ類には，「文献その他」

に該当する専門家が指摘した「モリアブラコウ

モリ」を入れる必要がある。 

「文献その他の資料による動物の重要な

種」にモリアブラコウモリを追加します。 

 

3 

P229 における評価の結果において，猛禽類同

様に特段としてコウモリ類への留意を行わな

い理由を述べよ。 

現状の文献等の公開情報では事業実施想

定区域での生息情報がなかったためこの

ような記載となりましたが、今後、コウ

モリ類への配慮について専門家の助言を

得ながら、調査、予測及び評価を進めて

参ります。 

4 

今後は事業者および委託事業者の独断によ

るアセスメントを進めることなく，各段階に

おいて事前にコウモリ類の専門家の助言と

指導を仰ぎ，コウモリ類の飛翔状況を把握す

るための確実な調査手法を検討し，さらにコ

ウモリ類調査の十分な経験と知識を持った

者による適切な調査，予測評価，保全措置，

事後調査を行う必要がある。 

今後とも、コウモリ類への配慮について

専門家の助言を得ながら、調査、予測及

び評価を進めて参ります。 
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本ページに記載の内容は、計画段階環境配

慮書に記載したものである。 

7.2 発電設備等の構造もしくは配置、事業を実施する位置又は事業の規模に関す

る事項を決定する過程における環境の保全の配慮に係る検討の経緯およびそ

の内容 

7.2.1  配慮書における対象事業の内容と計画段階配慮事項の検討結果 

1. 配慮書第一種事業の名称 

（1） 第一種事業の名称 

六ヶ所村風力発電所リプレース事業 

 

（2） 第一種事業により設置される発電所の原動力の種類 

風力（陸上） 

 

（3） 第一種事業により設置される発電所の出力 

【新設の風力発電機の出力】 

風力発電所出力    ： 最大 36,000kW 

風力発電機の単機出力 ： 3,600～4,200kW 級 

風力発電機の基数      ： 8～10 基 

【既設の風力発電機の出力】 

風力発電所出力       ： 32,850 kW（出力制限あり） 

風力発電機の単機出力 ： 1,500kW 級 

風力発電機の基数      ： 22 基 

 

（4） 第一種事業の実施が想定される区域及びその面積 

①事業実施想定区域の概要 

1) 事業実施想定区域の位置 

青森県上北郡六ヶ所村、横浜町 

（第 7.2-1 図参照） 

2) 事業実施想定区域の面積 

約 702ha(風力発電機設置予定区域) 

〔内訳〕 六ヶ所村 ：約 663ha 

横浜町 ：約  39ha 
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本ページに記載の内容は、計画段階環境配

慮書に記載したものである。 

第 7.2-1 図(1) 事業の実施が想定される区域（広域）
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本ページに記載の内容は、計画段階環境配

慮書に記載したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7.2-1 図(2) 事業の実施が想定される区域（衛星写真） 

衛星画像の出典：Contains modified Copernicus Sentinel data 2019 processed by Sentinel Hub(撮影日 2019.9.10) 
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本ページに記載の内容は、計画段階環境配

慮書に記載したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7.2-1 図(3) 事業の実施が想定される区域（事業実施想定区域及びその周囲） 
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本ページに記載の内容は、計画段階環境配

慮書に記載したものである。 

 

②事業実施想定区域について 

事業実施想定区域は、現在の風力発電施設のリプレースであることから、現在の施設

のエリアを検討している。以下、社会インフラの整備状況、法令等の制約を受ける場所、

環境保全上留意が必要な場所等の確認を行い、その結果に応じて環境保全上の留意事項

を整理した。 

 

1) 社会インフラ整備状況の確認 

事業実施想定区域の周囲における道路等の社会インフラ整備状況は第 7.2-2 図のとお

りである。道路整備状況として、事業実施想定区域の西側には下北縦貫道路（一般国道

279 号バイパス）および一般国道 279 号、東側には一般国道 338 号、主要地方道 25 号（東

北横浜線）および一般県道 180 号（尾駮有戸停車場線）があり、主要地方道 24 号（横浜

六ヶ所線）が事業実施想定区域内を通過している。また、鉄道は JR 大湊線が敷設され

ている。 

上記の既存道路等を活用することにより、新たな土地の改変を最小化することが可能

である。なお、本事業では、既存道路等の一部を工事用道路として拡幅する可能性があ

り、その範囲を含めて事業実施想定区域(風力発電機設置対象外)を設定している。 

 

2) 法令等の制約を受ける場所の確認 

事業実施想定区域の周囲における、法令等の制約を受ける場所（国立公園、鳥獣保護

区、保安林）は第 7.2-3 図のとおりである。 

事業実施想定区域およびその周辺には「自然公園法」（昭和 32 年法律第 161 号）に基

づく自然公園（国立公園、国定公園及び県立自然公園）の指定地域はない。 

一方、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」（平成 14 年法律第 88

号）に基づく鳥獣保護区の指定状況は、第 7.2-1 表のとおりである。事業実施想定区域

内に鳥獣保護区はない。 

また、事業実施想定区域の周辺には「保安林」が分布しているが、事業実施想定区域

内に保安林はない。 

 

第 7.2-1 表 鳥獣保護区の指定状況 

名 称 指定者 面 積(ha) 期 限 

ヒバリ平 青森県 451 令和 11 年 10 月 31 日 

出典：「鳥獣保護区等位置図」（青森県、令和元年度） 
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本ページに記載の内容は、計画段階環境配

慮書に記載したものである。 

 

3) 環境保全上留意が必要な場所の確認 

事業実施想定区域およびその周囲における、環境保全上留意が必要な場所は第 7.2-4

図のとおりである。事業実施想定区域内およびその 500m の範囲※内には、学校・保育所、

医療機関及び福祉施設などの配慮が特に必要な施設は確認されなかったが、事業実施想

定区域内(風力発電機設置対象外)及びその周囲において住宅等が確認された。また、拡

幅が必要となる可能性のある既存道路周辺には住宅等が存在しているため、事業進捗や

環境影響評価の手続きを踏まえながら必要に応じて環境保全を検討する。 

 

4) 事業実施想定区域 

「1)社会インフラ整備状況の確認」から「3)環境保全上留意が必要な場所の確認」ま

での整理結果を総括し、第 7.2-5 図に示す。 

なお、風力発電機設置予定範囲以外にも工事用資材等及び風力発電機等の搬入路とし

て活用する場合に、拡幅が必要となる可能性のある既存道路や土捨場の確保等により改

変が及ぶ可能性がある範囲が存在するため、事業実施想定区域は広めに設定することと

し、また、工事用道路として拡幅する可能性がある範囲を事業実施想定区域(風力発電機

設置対象外)として設定した。 

 

 

 
※ 「風力発電施設に係る環境影響評価の基本的考え方に関する検討会報告書（資粋編）」（環境省総合環境政策

局、平成 23 年）によると、風力発電機から約 400ｍまでの距離にある民家において苦情等が多く発生している

調査結果が報告されていることから、概ね 400ｍ未満になると影響が懸念される。 また、近年ではメーカーが

生産する風力発電械の大型化が進んでいる。これらを踏まえ、本事業では 500m の離隔を確保することとした。 
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第 7.2-2 図 社会インフラ整備状況 
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第 7.2-3 図 法令等の制約を受ける場所 
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第 7.2-4 図 環境保全上留意が必要な場所（福祉施設、住宅等） 
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第 7.2-5 図 事業実施想定区域 
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本ページに記載の内容は、計画段階環境配

慮書に記載したものである。 

2. 複数案の設定について 

本事業においては、現在の施設のエリアを基本とし、既存風力発電所・系統連系・道

路の整備状況、法令等の制約を受ける場所、住宅等の分布状況を確認し、事業実施想定

区域の検討を行った。現時点の事業実施想定区域は、リプレースで想定される区域の範

囲内で風力発電機等を配置する可能性のある範囲を包含するように広めに設定しており、

今後の調査等を踏まえ、環境影響の回避・低減も考慮して事業区域を絞り込んでいく計

画である。このような検討の進め方は、「計画段階配慮手続きに係る技術ガイド」(環境

省計画段階配慮技術手法に関する検討会、平成 25 年)において、位置・規模の複数案か

らの絞り込みの過程であって複数案の一種とみなすことができるとされている。 

現段階の想定では、発電所の原動力の出力を最大 36,000kW（3,600～4,200kW 級を最

大 10 基）とし、構造に関しては普及率が高く発電効率が最も良いとされる 3 枚翼のプロ

ペラ型風車を想定している。一方、本計画段階において工事・輸送計画等については調

査中であり、具体的な風力発電機の配置や構造については、現地調査等も踏まえて検討

するため、「配置・構造に関する複数案」の設定は現実的でないと考えられる。なお、今

後の方法書以降の手続きにおいては「風力発電所のリプレースに係る環境影響評価の合

理化に関するガイドライン」（令和２年４月、環境省）も参照しながら事業計画を検討し、

環境影響評価の手法へ反映していく。 

また、事業主体が民間事業者であること、風力発電事業の実施を前提としていること

から、ゼロオプションに関する検討は現実的でないと考えられるため、本配慮書ではゼ

ロオプションを設定しない。 
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3. 第一種事業に係る電気工作物その他の設備に係る事項 

（1） 発電機 

本計画段階で設置を想定する風力発電機の概要は第 7.2-2 表のとおりである。 

また、風力発電機の概略図は第 7.2-6 図、基礎構造（例）は第 7.2-7 図のとおりである。 

 

第 7.2-2 表 風力発電機の概要 

項  目 
諸  元 

既設 新設 

定格出力 

（定格運転時の出力） 

総 出 力：32,850kW 

単体出力：1,500kW 

基  数：22 基 

総 出 力：36,000kW 

単体出力：3,600～4,200kW 級 

基  数：最大 10 基 

ブレード枚数 3 枚 3 枚 

ローター直径 

（ブレードの回転直径） 
最大 70.5m 最大 136m 

ハブ高さ 

（ブレードの中心の高さ） 
最大 64.7m 最大 104m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7.2-6 図 風力発電機の概略図（新設：例） 
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第 7.2-7 図 風力発電機の基礎構造（新設：例） 

 



7.2-14 

(314) 

本ページに記載の内容は、計画段階環境配
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（2） 変電施設 

基本的に既存の設備を利用する予定である。 

 

（3） 送電線 

基本的に既存の設備を利用する予定である。 

 

（4） 系統連系地点 

基本的に既存の設備を利用する予定である。 

 

4. 第一種事業により設置される発電所の設備の配置計画の概要 

（1） 発電機の配置計画 

本事業の風力発電機の配置は現在検討中であり、第 7.2-1 図(3)に記載した事業実施想

定区域内に設置する計画である。 

風力発電機の基数については連系線の容量により決定されることとなるが、本計画段

階では総発電出力は最大 36,000kW を想定しており、この場合の基数は第 7.2-3 表のとお

りである。 

 

第 7.2-3 表 風力発電機の出力及び基数 

項  目 諸  元 

単機出力 3,600～4,200kW 級 

基数 最大 10 基 

総発電出力 最大 36,000kW 

 

 



7.2-15 

(315) 

本ページに記載の内容は、計画段階環境配

慮書に記載したものである。 

（2） 第一種事業に係る工事の実施に係る期間及び工程計画の概要 

工事計画の概要 

工事内容 

風力発電事業における主な工事の内容を以下に示す。 

造成・基礎工事等：機材搬入路及びアクセス道路整備、ヤード造成、基礎工事等 

据付工事：風車据付工事（風車輸送含む） 

電気工事：送電線工事、所内配線工事、試験調整 

 

（3） 工事期間の概要 

工事期間は以下を予定する。なお、営業運転開始は令和 9 年 5 月を予定している。 

建設工事期間 ：着工後 1～20 か月目（令和 7 年 4 月～令和 8 年 11 月を予定） 

試験運転期間 ：着工後 21～25 か月目（令和 8 年 12 月～令和 9 年 4 月を予定） 

営業運転開始 ：着工後 26 か月目（令和 9 年 5 月頃を予定） 

※上記の期間のうち、冬季の建設工事は積雪により休工する。 

 

（4） 工事工程の概要 

主要な工事工程の概要は第 7.2-4 表のとおりである。 

 

第 7.2-4 表 主要な工事工程の概要 

項  目 期間及び工程 

1. 造成・基礎工事等 

着工より 1～8 か月目(予定) 
 機材搬入路及びアクセス道路整備 

ヤード造成 

基礎工事等 

2. 据付工事 
着工より 13～20 か月目(予定) 

 風車据付工事（風車輸送含む） 

3. 電気工事 

着工より 1～20 か月目(予定) 
 送電線工事 

所内配線工事 

試験調整 

 

（5） 輸送計画 

本計画段階では、むつ小川原港（青森県）から事業実施想定区域に至る既存道路を活

用し、第 7.2-8 図のとおり風力発電機を輸送する計画である。なお、今後の検討結果に

よっては、輸送計画を変更する可能性がある。 
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第 7.2-8 図(1) 大型部品（風力発電機等）の搬入ルート(縮尺：20 万分の 1) 
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第 7.2-8(2) 大型部品（風力発電機等）の搬入ルート(縮尺：10 万分の 1) 
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慮書に記載したものである。 

5. 事業実施想定区域周辺の風力発電所 

事業実施想定区域周辺の風力発電所は第 7.2-5 表および第 7.2-9 図に示すとおりである。 

 

第 7.2-5 表 事業実施想定区域周辺の風力発電所 

事業所 事業者名 発電所出力 備考 

むつ小川原ウィンドファ

ーム 
コスモエコパワー（株） 

設備容量： 31,500kW 

規模：1,500kW×21 基 

運転開始時期 

2003 年 1 月 

野辺地ウインドパーク 
株式会社ユーラスエナジー

野辺地 

設備容量：50,000kW 

規模：2,000kW×25 基 

運転開始時期 

2008 年 2 月 

六ヶ所村二又風力発電所 二又風力開発（株） 
設備容量：51,000kW 

規模：1,500kW×34 基 

運転開始時期 

2008 年 5 月 

はまなす風力発電所 くろしお風力発電株式会社 
設備容量：1,990 kW 

規模：1,990 kW×1 基 

運転開始時期 

2014 年 2 月 

横浜町雲雀平風力発電所 よこはま風力発電株式会社 
設備容量：32,200 kW 

規模：2,300kW×14 基 

運転開始時期 

2015 年 2 月 

吹越台地風力発電所 
日本風力開発ジョイントフ

ァンド（株） 

設備容量：20,000kW 

規模：2,000 kW×10 基 

運転開始時期 

2015 年 4 月 

横浜町風力発電所 横浜風力開発株式会社 
設備容量：38,000 kW 

規模：3,600kW×12 基 

評価書確定 

縦覧済み 

雲雀平風力発電所 雲雀平風力開発㈱ 

設備容量：36,000kW 

規模：2,000～3,600kW 

×10基 

方法書 

縦覧済み 

（仮称）新むつ小川原 

ウィンドファーム 
コスモエコパワー（株） 

設備容量： 33,000kW 

規模：4,300kW 

×最大 9 基 

方法書 

縦覧済み 

出典：「環境アセスメントデータベース 再生可能エネルギー情報」（令和 2 年 4 月閲覧） 

https://www2.env.go.jp/eiadb/webgis/index.html 

   「資源エネルギー庁 HP 再生可能エネルギー発電事業計画認定情報」（令和 2 年 4 月閲覧） 

「六ヶ所村ホームページ 大規模風力発電」（令和 2 年 4 月閲覧） 

http://www.rokkasho.jp/index.cfm/7,309,15,html 

「横浜町再生可能エネルギー基本計画」（横浜町、平成 29 年 6 月） 
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第 7.2-9 図 事業実施想定区域周辺の風力発電所位置図 
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6. 配慮書第一種事業の名称 

配慮書において検討した重大な環境影響が考えられる項目についての評価の結果は、

第 7.2-6 表のとおりである。 

 

第 7.2-6 表(1) 重大な環境影響が考えられる項目についての評価の結果 

環境要素 評価結果 方法書以降の手続き等において留意する事項 

騒音及び 

超低周波音 

事業実施想定区域周辺において配慮が特に必

要な施設は確認されなかったものの、事業実施

想定区域から 2.0km の範囲に住宅が 54 戸、集会

所等が 2 棟確認された。 

上記の状況を踏まえ、今後の環境影響評価手

続き及び詳細設計において、右に示す事項に留

意することにより、重大な影響を回避又は低減

できる可能性が高いと評価する。 

・住宅等からの距離に留意して、風力発電機

の配置及び機種を検討する。 

・超低周波音を含めた音環境を把握し、風力

発電機の選定状況に応じたパワーレベルを

設定したうえで予測計算を行うとともに、

騒音及び超低周波音の影響の程度を把握

し、必要に応じて環境保全措置を検討する。

予測計算に際しては、地形による回折効果、

空気吸収の減衰及び地表面の影響による減

衰を考慮する。 

風車の影 

事業実施想定区域周辺において配慮が特に必

要な施設は確認されなかったものの、事業実施

想定区域から 2.0km の範囲に住宅が 54 戸、集会

所等が 2 棟確認された。 

上記の状況を踏まえて、今後の環境影響評価

手続き及び詳細設計において、右に示す事項に

留意することにより、重大な影響を回避又は低

減できる可能性が高いと評価する。 

・住宅等からの距離に留意して風力発電機の

配置及び機種を検討する。 

・風車の影の影響範囲及び時間を数値シミュ

レーションにより把握し、必要に応じて環

境保全措置を検討する。 

動物 

水辺（河川）を主な生息環境とする重要な種

については、事業実施想定区域内であっても改

変しないことから、重大な影響はないと評価す

る。 

水辺（池沼、湿地、海岸、海等）を主な生息

環境とする重要な種については、事業実施想定

区域内に主な生息環境が存在しないことから、

影響はないと評価する。 

樹林や草地を主な生息環境とする重要な種に

ついては、直接改変による生息環境の変化に伴

う影響が生じる可能性があるが、右に示す事項

に留意することにより、重大な影響を回避又は

低減できる可能性が高いと評価する。 

・動物の生息状況を現地調査等により把握し、

また、重要な種及び注目すべき生息地への

影響の程度を適切に予測し、必要に応じて

環境保全措置を検討する。 

・特にオジロワシ、オオワシ、イヌワシなど

の猛禽類は生息状況を「猛禽類保護の進め

方（改訂版）」（環境省、平成 24 年）に準拠

した調査を実施し、予測を行う。また、ガ

ン・カモ・ハクチョウ類や小鳥類などの渡

り鳥の移動ルートにも留意し、移動状況を

把握できるよう調査を実施し、予測を行う。 

植物 

水辺（河川）を主な生育環境とする重要な種

については、事業実施想定区域内であっても改

変しないことから、重大な影響はないと評価す

る。 

水辺（池沼、湿地、海浜、海岸湿地等）を主

な生育環境とする重要な種及び重要な群落につ

いては、事業実施想定区域内に主な生育環境が

存在しないことから、影響はないと評価する。 

樹林や草地を主な生育環境とする重要な種に

ついては、直接改変による生育環境の変化に伴

う影響が生じる可能性があると予測するが、右

に示す事項に留意することにより、重大な影響

を回避又は低減できる可能性が高いと評価す

る。 

・植物の生育状況及び植物群落の現況を現地

調査等により把握し、また、重要な種及び

重要な群落への影響の程度を適切に予測

し、必要に応じて環境保全措置を検討する。 
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第 7.2-6 表(2) 重大な環境影響が考えられる項目についての評価の結果 

環境要素 評価結果 方法書以降の手続き等において留意する事項 

生態系 

鳥獣保護区及び保安林は事業実施想定区域

外であるため、重大な影響は無いと評価する。 

一方、自然林（ブナクラス域自然植生）の一

部が事業実施想定区域に分布すると予測する

が、右に示す事項に留意することにより、重大

な影響を回避又は低減できる可能性が高いと

評価する。 

・事業実施想定区域には主に樹林地や草地が

含まれていることから、自然林や二次林と

いった自然環境のまとまりの場を多く残存

させるよう検討する。 

・生態系の現況を現地調査等により把握し、

また、重要な種及び注目すべき生息•生育の

場への影響の程度を適切に予測し、必要に

応じて環境保全措置を検討する。 

景観 

①主要な眺望点の直接改変の有無 

事業実施想定区域に主要な眺望点は存在し

ないが、「二又夢はぐ館」が事業実施想定区域

（風力発電機設置対象外）に含まれる。今後の

事業計画の検討において、右に示す事項に留意

することにより、重大な環境影響を回避又は低

減できる可能性が高いと評価する。 

・主要な眺望点の利用状況等を把握した上で、

主要な眺望点の直接改変が生じないように

環境保全措置を検討する。 

②景観資源の直接改変の有無 

景観資源については、「六ヶ所海岸段丘」及

び「尾駮沼湿原」以外はいずれも事業実施想定

区域に存在せず、直接的な改変が生じないこと

から、重大な影響はないと評価する。 

「六ヶ所海岸段丘」及び「尾駮沼湿原」につ

いては、一部が事業実施想定区域と重複する

が、この景観資源の範囲には既に道路や耕作地

などが存在し、人工改変が及んでおり、右に示

す事項に留意することにより、重大な影響を回

避又は低減できる可能性が高いと評価する。 

・樹木の伐採を限定し、改変面積を最小化す

ることを検討する。 

③主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性及び見えの大きさ 

主要な眺望点からの風力発電機の視認可能

性について、「むつ小川原国家石油備蓄基地展

望台」、「二又夢はぐ館」、「横浜町烏帽子平自然

の家」、「上北六ヶ所太陽光発電所展望台」、「六

ヶ所原燃 PR センター」、「エネワンソーラーパ

ーク六ヶ所村展望台」、「大石総合運動公園」、

「南地区老人憩いの家」、「ぼんてん山」、「吹越

烏帽子」、「尾駮レイクサイドパーク」、「六ヶ所

野鳥観察公園」、「鷹架野鳥の里森林公園」、「ユ

ーラス六ヶ所ソーラーパーク展望台」、「砂浜海

岸海水浴場」から風力発電機が視認される可能

性がある。 

主要な眺望点からの風力発電機の見えの大

きさについて、「垂直視角と送電鉄塔の見え方

（参考）」（第 4.3-14 表）によると、「むつ小川

原国家石油備蓄基地展望台」及び「二又夢はぐ

館」からの風力発電機の見えの大きさは、配置

によっては「見上げるような仰角にあり、圧迫

感も強くなる。」程度となる可能性がある。 

今後の環境影響評価手続き及び詳細設計に

おいては、右に示す事項に留意することによ

り、重大な影響を回避又は低減できる可能性が

高いと評価する。 

・主要な眺望点の主展望方向や主眺望対象、

眺望点の利用状況を踏まえて、風力発電機

の配置位置を検討する。 

・主要な眺望点から撮影した写真に発電所完

成予想図を合成する方法（フォトモンター

ジュ法）によって、主要な眺望景観への影

響について予測し、必要に応じて風力発電

機の設置位置の再検討等の環境保全措置を

検討する。 

・風力発電機の塗装色を自然になじみやすい

色で検討する。 

人と自然と

の触れ合い

の活動の場 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場が

事業実施想定区域に含まれず、直接的な改変は

生じないことから、重大な影響はないと評価す

る。 

 



 

7.2-22 

(322) 

7.2.2  方法書までの事業内容の具体化の過程における環境の保全の配慮に係る

検討の経緯 

1. 配慮書における検討結果 

配慮書における計画段階配慮事項として、人と自然との触れ合いの活動の場について

は、重大な影響がないと評価した。また、騒音及び超低周波音、風車の影、動物、植物、

生態系及び景観については、今後の環境影響評価における現地調査を踏まえて環境保全

措置を検討することにより、重大な影響を回避又は低減できる可能性が高いと評価した。 

今後、方法書以降の手続き等において、より詳細な調査を実施し、風力発電機の配置

等及び環境保全措置を検討することにより、環境への影響を回避又は低減できるよう留

意するものとした。 
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